
指定管理者からの令和３年度事業報告概要   

施設名 岡山県健康の森学園就労継続支援事業所及び障害者支援施設 

 

【指定管理者の概要】 

 名 称 社会福祉法人 健康の森学園 代表者 理事長 黒山 靖弘 

 所在地 岡山県新見市哲多町大野２０３４－５ 

 
【指定管理の概要】 

指定期間 平成31年４月１日～令和６年３月31日 報告期間 令和３年４月１日～令和４年３月31日 

 
管理業務 
の内容 
 
 

 
・岡山県健康の森学園条例第２条に規定する業務  
・就労継続支援事業所及び障害者支援施設の利用許可に関すること 
・就労継続支援事業所及び障害者支援施設の施設及び設備の維持管理に関すること 
 

 

【管理体制の状況】 
 
 
 
 

 
  施設長(１名) 

  
 職員３０名(常勤１６名、非常勤１４名) 

 
 
 

 
 

  
 

 
【利用等の許可の状況】                                                            （単位：件） 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

合  計 
 
許 
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増減 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 
【維持管理の業務の実施の状況】 

項  目 内       容 

 
施設の管理運営業務 
 
 
 

 
・建物、設備及び備品の管理及び保全 
・岡山県健康の森学園条例に規定する知的障害者の基本的な生活訓練及び 
 指導、社会参加の促進並びに就労に必要な適応訓練及び指導 
 

 
【利用料金の収入及び減免の状況等】                                        （単位：円、件） 
 

 
 

利用料 
 

 
 

 
 

合  計 
 

収 入 額 
 

134,084,926  
 
 

 
 

 
134,084,926  

 
利用件数 

 
        － 

 
 

 
 

 
        － 

 
減 免 額 

 
        － 

 
 

 
 

 
        － 

 
減免理由 
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【管理に係る収支の状況】                                 （単位：円） 
 
 ３年度 

 

２年度 備 考 
対前年度増減額 

 
 収 入 額 Ａ 

 
171,699,899 

 
△8,345,095 

 
180,044,994 

 
３年度収入額 
その他の主なもの 
・職員等給食費 
   3,717,742円 
・研修受入費 
    274,700円 

 
３年度支出額 
その他の主なもの 
・固定資産取得支 
  出 
  パイプハウス等 
      705,746円 
・備品等購入積立
金 

   1,000,000円  

 
 
内 
 
 
訳 
 
 

 
指定管理料 

 
2,840,000 

 
0 
 
  2,840,000 

 
利用料金収入 

 
134,084,926 

 
△973,049 

 
135,057,975 

 
事業収入 

 
21,664,242 

 
1,164,783 

 
20,499,459 

 
その他 

 
13,110,731 

 
△8,536,829 

 
21,647,560 

 
 支 出 額 Ｂ 

 
182,469,451 

 
 7,046,267 

 
175,423,184 

 
 
内 
 
 
 
訳 
 

 
人件費 

 
108,723,462 

 
3,257,140 

 
105,466,322 

 
管理運営費 

 
17,603,703 

 
△145,069 

 
17,748,772 

 
事業費 

 
41,412,421 

 
△647,014 

 
42,059,435 

 
その他 

 
14,729,865 

 
4,581,210 

 
10,148,655 

 
収 支 額 Ａ－Ｂ 

 
△10,769,552 

 
△15,391,362 

 
4,621,810 

 
県への納入金 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

 
実質的な県負担額 

 
2,840,000 

 
0 
 

2,840,000 

 

【特記事項（管理運営業務の実施状況の点検結果）】 

点検項目 区分 特記事項（評価すべき点・改善すべき点） 

管
理 
運
営 
状
況 

①適切な施設 
  管理の履行 

Ｂ 協定及び事業計画に沿った適切な管理が行われていた。 

②法令等の遵守 
  状況 

Ｂ 
法令等について遵守されていた。職員への研修等を積極的に行い周知が
図られていた。 

③安全性の確保 Ｂ 
「危機管理マニュアル」が周知徹底されており、また、事故防止のため
の取組が行われていた。（避難訓練の実施、救急法研修等） 

④財産の適切な 
  管理 

Ｂ 財産台帳等の管理は適切に行われていた。 

導
入 
効
果 

①利用状況 Ｂ 

障害者支援施設が18名、就労継続支援事業所が11名の利用者減となった｡ 
［延人数］ 
【利用者数】障害者支援施設   R３：340人←R２：358人 

就労継続支援事業所 R３：224人←R２：235人 

②収支状況 Ｂ 
利用者数の減により、利用料金収入が973千円の減収となったが、事業は
概ね予定どおり実施できた。 

③サービス向上 Ｂ 
利用者や保護者から意見を聞き、設備の更新などのサービス向上に努め
ていた。 

管理運営業務全般 Ｂ 概ね、適切に管理されていた。 

  ※「区分」欄は、点検結果の区分。区分の内容は次のとおり 
  Ａ：予定していた業務水準を上回った。       Ｂ：予定していた業務水準を概ね実施した。 
  Ｃ：予定していた業務水準の一部が実施できなかった。Ｄ：予定していた業務水準を下回った。 


